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株主の皆様におかれましては、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し
あげます。
ここに、当社第72期の「中間株主通信」（2025年4月1日から2025年
9月30日まで）をお届けいたします。
　

代表取締役社長　伊藤由郁紀

 ［ 株 主 の 皆 様 へ ］

当期の事業環境について

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、米国と
の新関税交渉が決着し混乱の長期化は回避できたもの
の、輸出依存企業等への影響は避けられないうえ、人
手不足倒産が増加し、個人消費も物価高を反映して弱
含みで推移するなど景気の下振れ懸念が続く状況下に
ありました。その一方で企業業績や株式市場は引き続
き堅調に推移し、昨年に続く賃上げが中小企業にも波
及し雇用・所得環境の改善が進んだこと、インバウン

ド消費も回復し地域経済を下支えしたこと等により、
国内景気は概ね緩やかな回復基調を維持しました。し
かしながら、今後の国内景気の先行きは、トランプ関
税がもたらす世界経済の後退リスク、国政運営の流動
化に伴う人手不足・物価高対策等を含む経済・財政政
策の混乱懸念、原油を中心とする地下資源価格の上昇
懸念、為替市場や政策金利の変動リスク等々の不確実
要因も多く、これらが相乗することによる景気後退の
懸念を払拭できない状況にあります。
　当社グループが中核事業としている建設業界におき

売上高
（単位：百万円）

営業利益
（単位：百万円）

経常利益
（単位：百万円）

連結経営成績

38,840

18,786

50,266

38,975

16,874

第68期 第71期第69期

43,344

20,372

第70期

52,500
（予想）

25,807

第72期

21,580

■通期　
■中間期

1,608

2,291

775
1,201

500

第68期 第71期第69期

2,223

1,139
860

第70期

3,150
（予想）

2,381

第72期

■通期　
■中間期

1,661

2,371

822
1,299

574

第68期 第71期第69期

2,273

1,169
919

第70期

3,150
（予想）

2,415

第72期

■通期　
■中間期

1



ましては、建設工事の受注環境は公共投資・民間投資
ともに底堅く推移しており、特に当社の中核的営業圏
である長野県下特有のリゾート・観光関連の民間建設
投資は、デフレ脱却や低金利、インバウンド需要の拡
大等を受けて活況を呈し、建設技能者不足が一段と深
刻化しています。一方、収益環境は、国内経済がよう
やく長期デフレ状態から脱したこと等により、受注環
境が次第に改善し、工事費のダンピング競争などは沈
静化しているものの、建設資材価格の高止まりに加え、
時間外労働の規制強化や人手不足の深刻化等により物
流費・労務人件費等も高騰しつつあり、DX化の推進
や生産性の改善等による収益確保にも限界があること
から、収益面の下押し圧力は依然として強く、今後の
事業環境は楽観視できない情勢下にあります。

当期の業績について

　このような環境下にあって、当社グループの連結業
績は売上高につきましては25,807百万円（前年同期
比19.6％増）となりました。損益面では、営業利益
2,381百万円（前年同期比176.6％増）、経常利益
2,415百万円（前年同期比162.7％増）、親会社株主に
帰属する中間純利益は1,686百万円（前年同期比
180.4％増）となりました。

実施中の施策について

　当社グループは「信頼と技術で地域社会に貢献す
る」ことを経営方針とし、オールモリヤの旗の下、グ
ループ企業が一丸となって以下の施策を実施し、事業
収益を安定的かつ継続的に確保、向上できる体制を確
実に実現させてまいります。
　①�徹底したコンプライアンス遵守と安全・品質管理

対策による損失発生の未然防止
　②�与信及び施工リスク管理、受注時粗利益確保及び

工事収支管理の徹底による収益力の強化
　③�有望企業の買収による事業域拡大と収益力の強化、

首都・中京圏における事業体制の更なる強化
　④�人材確保対策の強化と能力育成教育の実効的な実施
　⑤�DX推進による生産性・業務処理効率の向上と働

き方改革の推進
　⑥�不動産開発投資事業の的確な案件選択と回収業務

の確実な実行
　⑦SDGs展開目標の継続実施と環境事業への注力

　株主の皆様におかれましては、今後とも倍旧のご支
援とご協力を賜りますよう重ねてお願い申しあげます。

� 2025年11月
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（注）�当中間連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、当中間株主通信に記載の第71期（2025年3月期）に係る各数値につい
ては、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させています。
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 ［ 連 結 財 務 諸 表 ］

連 結 貸 借 対 照 表 の ポ イント

電子記録債務、未払法人税等、未成工事受入金が増加
しましたが、支払手形・工事未払金が減少したこと等
により前連結会計年度末に比べ96百万円減の18,108
百万円となりました。

負債についてPOINT.2

前連結会計年度末に比べ1,610百万円増の17,549百万
円となり、自己資本比率は49.2％となりました。

純資産についてPOINT.3

電子記録債権、受取手形・完成工事未収入金等が減少
しましたが、現金預金、販売用不動産が増加したこと
等により前連結会計年度末に比べ1,513百万円増の
35,658百万円となりました。

資産についてPOINT.1

科　目 当中間連結会計期間末
2025年9月30日現在

前連結会計年度末
2025年3月31日現在

資 産 の 部
　流動資産 26,613,696 26,528,817
　固定資産 9,044,673 7,615,912
　　有形固定資産 3,962,464 3,966,464
　　無形固定資産 92,111 86,726
　　投資その他の資産 4,990,097 3,562,721
　資産合計 35,658,370 34,144,730
負 債 の 部
　流動負債 16,382,917 17,327,829
　固定負債 1,725,753 877,715
　負債合計 18,108,671 18,205,544
純 資 産 の 部
　株主資本 17,065,253 15,579,880
　その他の
　包括利益累計額 484,445 359,305

　純資産合計 17,549,698 15,939,185
負債純資産合計 35,658,370 34,144,730

科　目
当中間連結会計期間
2025年4月  1日から
2025年9月30日まで

前中間連結会計期間
2024年4月  1日から
2024年9月30日まで

売上高 25,807,015 21,580,806
売上原価 22,001,959 19,502,847
売上総利益 3,805,055 2,077,958
販売費及び一般管理費 1,423,770 1,217,006
営業利益 2,381,284 860,951
営業外収益 64,251 64,695
営業外費用 30,121 6,153
経常利益 2,415,414 919,493
特別損失 － 5,074
　税金等調整前中間純利益 2,415,414 914,419
　法人税、住民税及び事業税 785,434 356,943
　法人税等調整額 △ 56,104 △ 43,800
　中間純利益 1,686,084 601,276
親会社株主に
帰属する中間純利益 1,686,084 601,276

連結損益計算書（要旨）� 単位：千円連結貸借対照表（要旨）� 単位：千円

POINT.1

POINT.2

POINT.3

科　目
当中間連結会計期間
2025年4月  1日から
2025年9月30日まで

前中間連結会計期間
2024年4月  1日から
2024年9月30日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 1,844,495 2,278,311

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 1,602,578 △ 282,973

財務活動による
キャッシュ・フロー 855,189 △ 204,207

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） 1,097,107 1,791,131

現金及び現金同等物の
期首残高 7,529,713 5,029,579

現金及び現金同等物の
中間期末残高 8,626,821 6,820,710

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� 単位：千円
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商 号 株式会社守谷商会

資 本 金 17億1,250万円

設 立 1955年8月

事業内容 1．建設業
2．土地造成業ならびに不動産業
3．‌�建築物の設計および工事監理に‌
関する業務

4．‌�その他、前各号に付帯関連する‌
一切の事業

従業員数 330名

会 社 概 要

発行可能株式総数…………………………… 7,800,000株
発行済株式の総数…………………………… 2,260,000株
株主数………………………………………………… 792名
１単元の株式数……………………………………… 100株

株 式 の 状 況

本社 長野県長野市南千歳町878番地
東京支店 東京都千代田区岩本町2丁目3番3号
松本支店 長野県松本市笹部2丁目1番57号
名古屋支店 愛知県名古屋市中区錦2丁目15番15号
上田営業所 長野県上田市常磐城3丁目8番地1号
佐久営業所 長野県佐久市長土呂字上高山848番地6
上越営業所 新潟県上越市五智4丁目8番3号
渋谷営業所 東京都渋谷区笹塚1丁目56番10号
あづみ野営業所 長野県安曇野市堀金烏川2182番地4
飯田営業所 長野県飯田市育良町1丁目8番地2

事 業 所 一 覧（2025年11月28日現在）

取締役 会長 吉澤浩一郎

代表取締役社長 執行役員社長 伊藤由郁紀

取締役 相談役 伊藤隆三

取締役 専務執行役員 吉澤正博

取締役 専務執行役員 山﨑光夫

取締役 常務執行役員 山口和彦

取締役 執行役員 田下昌志

取締役 執行役員 久保　智

社外取締役 舟見英夫

常勤監査役 栁澤久章

社外監査役 鴇澤　裕

社外監査役 小林　泰

役 員（2025年11月28日現在）

（注）	1.‌�当社は自己株式79,060株を保有していますが、上記「大株
主」から除いています。

	 2.持株比率は自己株式を控除して計算しています。

大株主

 ［ 会 社 概 要 / 株 式 の 状 況 （2025年9月30日現在）　］

株主名 持株数 持株比率
守谷商会従業員持株会 197,292株 9.05％
一般財団法人守谷奨学財団 192,200 8.81
守谷商会取引先持株会 163,500 7.50
株式会社八十二銀行 108,200 4.96
株式会社SBI証券 99,920 4.58
山根敏郎 80,000 3.67
守谷晶子 77,120 3.54
守谷堯夫 62,000 2.84
八十二キャピタル株式会社 47,114 2.16
中村英生 44,800 2.05

4



〒380-8533　長野県長野市南千歳町878番地 

当社の事業概要、施工事例に加え、IR情報
やプレスリリースなど当社をご理解いた
だくためのコンテンツをご覧いただけま
す。ぜひアクセスしてください。

第71期中間株主通信ご送付の際に実施い
たしました「株主様アンケート」の結果
をホームページに掲載しています。

アドレスはこちら

https://www.moriya-s.co.jp

 【ご注意】
①‌�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設され
ている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっています。口座を開設されている証
券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いで
きませんのでご注意ください。
②‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関になっていますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行の全国各支店にてもお取次ぎいたします。
③未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いたします。　

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日 毎年3月31日
配当金受領株主確定日 毎年3月31日

及び中間配当を実施するときは9月30日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1
電　話　0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

公告の方法 電子公告により行う。
止むを得ない事由により電子公告によることができ
ない場合は日本経済新聞に掲載する。
URL https://www.moriya-s.co.jp

株 主メモ
ホームページのご案内

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

株主の皆様の
声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。
本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

アクセスキー  ●●●●https://koekiku.jp
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